
 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 2 章常陸大宮市の現況と課題 

第２章 常陸大宮市の現況 
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常陸⼤宮市の現況 

（１）⼈⼝動向 

①⼈⼝の推移 
本市の人口は，平成 27 年（2015 年）時点で 42,587 人となっており，昭和 35 年（1960 年）以降，

年々減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１－１ 市域人口の推移 
資料：国勢調査 

 

②年齢３区分別⼈⼝ 
年少人口(15 歳未満人口)及び生産年齢人口(15 歳～64 歳人口)が減少する一方，高齢者人口(65

歳以上人口)は増加しています。このため，高齢化の進展が顕著となっています。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２－１－２ 年齢３区分別人口の推移 
資料：国勢調査 
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③地域別⼈⼝特性 
地域別⼈⼝の推移 

昭和 35 年（1960 年）を 1としたとき，本市の中心市街地が位置する大宮地域の平成 27 年（2015

年）人口割合は 1.04 となっています。一方，他の４地域は 0.41～0.50 と，昭和 35 年（1960 年）

と比べてほぼ半減しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２－１－３ 地区別人口の増減 
資料：国勢調査 

 
都市計画区域＊内，⽤途地域＊内の⼈⼝及び⼈⼝密度 

都市計画区域は大宮地域内にのみ設定されており，この内 340ha で用途地域が指定されています

（工業専用地域を除く）。これは，市総面積の 1.0％に当たりますが，その中に，市全体の人口の約

20％が集中しており，市内で も高い人口密度となっています(約 25 人/ha)。しかし，都市計画法＊

施行規則に定められている既成市街地の人口密度の基準（40 人/ha）は満たしていません。   

 
図２－１－４ 各区域の人口 図２－１－５ 各区域の人口密度 

 
資料：平成 27 年住民基本台帳・平成 27 年国勢調査を基に独自に集計 
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地区別の⼈⼝密度 

人口密度は，南町，栄町，上町，東富町，田子内町，中富町，野中町が 20 人/ha 以上の密度水準

にあります。これらの地区は，おおむね大宮地域の用途地域＊内に位置しており，その他は５人/ha

未満の地区が大半を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２－１－６ 地区別人口密度(平成 27 年) 

資料：国勢調査 
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地域別の⼈⼝の年齢構成 

大宮地域は，他の４地域と比較すると高齢化率が も低く，年少人口率と生産年齢人口率が も

高くなっています。 

 

 

  

図２－１－７ 高齢化率の推移 図２－１－８ 年少人口率の推移 

 

図２－１－９ 生産年齢人口率の推移 

 資料：国勢調査 
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④将来⼈⼝の推計 
年齢区分別の⼈⼝推計結果 

人口の減少傾向がこのまま続くと，令和 27 年（2045 年）には平成 27 年（2015 年）の人口（42,587

人）に比べ約 39％減少（約 16,400 人減少）すると推計されており，国の平均（約 16％減少）より

も減少傾向が顕著になっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２－１－１０ 本市の年齢３区分別人口の推移・将来推計 
資料：実績値は国勢調査，推計値は国立社会保障・人口問題研究所推計値 
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⑤地域別の⼈⼝推計結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２－１－１１ 地域別人口推計結果 

資料：実績値は国勢調査，推計値は国立社会保障・人口問題研究所推計値を基に独自に集計 
 

 

大宮地域では，人口減少のスピードが緩やかで，平成 27 年 (2015 年)を１とした時の令和 27 年

（2045 年）の割合は 0.74 となっています。特に用途地域＊内では，令和 27 年（2045 年）時点でも

平成 27 年（2015 年）の 0.91 倍の人口を保つと予測されています。 

一方で，その他４地域では人口減少が比較的急激に進む見込みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２－１－１２ 平成 27 年（2015 年）を１とした時の地域別人口推計結果 

資料：平成 27 年は国勢調査，令和２年以降は国立社会保障・人口問題研究所推計値を基に独自に集計 
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（２）⼟地利⽤ 

①都市計画に関わる法規制区域の指定状況 
都市計画法＊に基づく諸制度が適用される都市計画区域＊は，市総面積 34,845ha のわずか 4.8％

に当たる 1,669ha となっており，区域区分が定められていない非線引き区域となっています。 

都市計画区域のうちの 506ha で用途地域＊が指定され，都市計画法及び建築基準法＊に基づき，適

切な用途や建蔽率，容積率の建築物が誘導されています。 

用途地域の内訳は，住居専用系の用途地域が 184ha（用途地域の 36.3％）を占めているほか，一

定規模の店舗等の立地も許容された第一種住居地域などの複合系の用途地域が 141ha(27.9％)，商

業系用途地域が 15ha(3.0％)，工業系用途地域が 166ha(32.8％)となっています。 

これらの用途地域について，常陸大宮駅周辺には商業系用途地域が指定されており，その周辺の

既成市街地と幹線道路沿道等には，大規模店舗や様々な用途の施設が立地可能な複合系用途地域が

指定されています。また，幹線道路の後背地には，住環境を保護するため住居専用系用途地域が指

定されています。 

 
表２－２－１ 用途地域の指定状況(平成 31 年３月 31 日現在) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：都市計画課資料 

 

 

  

常陸⼤宮市 100.0 －
⼤宮都市計画区域 4.8 －

⽤途地域 1.4 100.0 
第⼀種低層住居専⽤地域 136 
第⼆種低層住居専⽤地域 17 
第⼀種中⾼層住居専⽤地域 31 
第⼀種住居地域 80 
第⼆種住居地域 34 
準住居地域 27 
近隣商業地域 0.0 3.0 
⼯業専⽤地域 0.5 32.8 

区　分 ⾯積(ha)

0.5 

506 

市域に対する
構成⽐
（％）

15 
166 

27.9 0.4 

36.3 

⽤途地域
の構成⽐
（％）

34,845 
1,669 

184 

141 
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図２－２－１ 都市計画区域＊・用途地域＊の指定状況 

資料：平成 29 年度都市計画基礎調査＊ 
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②⼟地利⽤現況 
都市計画区域＊ 

都市計画区域における平成 29 年（2017 年）の土地利用現況をみると，農地や山林などの自然的

な土地利用が都市計画区域の 53.1％を占め，相対的に自然的な土地の区域が残されていることが特

徴といえます。 

⽤途地域＊内 

用途地域内においては，都市的土地利用の比率が 77.1％と高く，特に宅地（住宅用地・商業用地・

工業用地）が 53.9％と過半を占めています。 

⽤途地域外 

用途地域外においては，自然的土地利用の比率が 66.2％となっており，都市的土地利用は 33.8％

にとどまっています。 

 

 
図２－２－２ 地域区分別の土地利用面積の構成比(平成 29 年) 

資料：平成 29 年度都市計画基礎調査＊ 
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（３）都市交通 

①公共交通利⽤圏域 
都市計画区域＊における公共交通の利用圏域をみると，公共交通利用可能地域は都市計画区域の

49.3％をカバーしています。特に用途地域＊内はほぼ全域が公共交通利用可能地域に含まれていま

す。 
表２－３－１ 公共交通利用可能地域（都市計画区域内）の状況 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２－３－１ バス・鉄道の利用圏域（都市計画区域内） 
※本項目では，鉄道及び路線バスを公共交通としています。 
※公共交通の利用圏域は，駅から半径 800ｍ，バス停から半径 300ｍとしています。 

（ha） (％） （人） （％）

常陸大宮駅から800ｍ内 201.0 12.0 4,572 30.7

バス停から300ｍ内 621.3 37.2 8,030 53.9

合計 822.3 49.3 12,602 84.5

846.7 50.7 2,308 15.5

1,669.0 100.0 14,910 100.0

注）鉄道駅の利用圏とバス停の利用圏が重なる場合，鉄道駅の利用圏域としてカウントしています

注）四捨五入の関係で数値の合計が合計値と一致しない場合があります

平成27年人口
区分

都市計画区域

面積

公共交通
利用可能

地域

公共交通利用可能地域外
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（４）経済活動 

①事業所数・従業者数 
事業所数・従業者数は，おおむね減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－４－１ 事業所数・従業者数の推移 

※民営事業所のみ 
資料：事業所・企業統計調査(平成 16・18 年)  
   経済センサス－基礎調査(平成 21・26 年) 

経済センサス－活動調査(平成 28 年) 
 

②⼯業の推移 
工業の状況を製造業の推移でみると，事業所数は横ばい，従業者数は 4,300 人前後で推移，製造

品出荷額等は，従業者数と連動した動きを示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－４－２ 製造業の推移 
資料：経済センサス－活動調査(平成 23・28 年)，工業統計(平成 24～29 年) 

※平成 28 年度の数値は平成 29 年度の工業統計調査の結果を引用しています。 
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③商業の推移 
商業の状況を小売業の推移でみると，従業者数及び売り場面積が平成 16 年（2004 年）から平成

19 年（2007 年）にかけて増加したものの，平成 16 年（2004 年）と平成 26 年（2014 年）の比較で

は，商店数，年間商品販売額も含め，減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－４－３ 小売業の推移 
資料：商業統計 
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（５）財政 

①財政に関する指標の推移 
歳⼊ 

歳入総額は，平成 25 年度（2013 年度）の 230.3 億円から，平成 27 年度（2015 年度）の 255.4 億

円まで増加したのち減少に転じ，平成 30 年度（2018 年度）は 224.3 億円となっています。 

歳入を費目別にみると，市民税や固定資産税等の市税の合計は，50 億円程度，歳入総額に占める

割合も 20％前後で，ほぼ横ばいで推移しており地方交付税などのその他の歳入が歳入総額の大きさ

を決める要因となっています。 

歳出 

歳出総額は，歳入総額に連動し，平成 25 年度（2013 年度）の 217.4 億円から，平成 27 年度（2015

年度）の 236.2 億円まで増加したのち，平成 30 年度（2018 年度）には 214.1 億円へと減少してい

ます。 

歳出を費目別にみると，少子高齢化対策に充てる扶助費が，実数，構成比とも増加しており，今

後の人口減少や更なる少子高齢化の進展によりこれらの傾向がより顕著になるものと考えられま

す。また，普通建設事業費が歳出総額の大きさを決める要因となっています。 

   

図２－５－１ 費目別歳入の推移(実数) 図２－５－２ 費目別歳入の推移(構成比) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
図２－５－３ 費目別歳出の推移(実数) 図２－５－４ 費目別歳出の推移(構成比) 

  

 資料：財政状況資料集 
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②公共施設全体の更新費⽤の推計 
公共建築物とインフラ＊施設を合わせた，全ての公共施設等の今後 40 年間の累計更新費用は，約

2,236.1 億円となり，年平均では 55.9 億円と試算されています。 

一方，公共施設等の既存更新分に係る投資的経費の基本線は約 11.1 億円であり，「新規整備分」

と「用地取得分」を含めると，約 27.9 億円となります。 

将来更新費用の年平均額が投資的経費の基本線の約２倍の見通しとなることから，更新費用の縮

減と平準化を図り，基本線に近づけていくことが必要となっています。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
図２－５－５ 法定耐用年数で更新した場合の将来更新費用の推計 

資料：常陸大宮市公共施設等総合管理計画 

  

今後 40 年間の累計更新費用が約 2,236.1 億円ということは，今後 40 年間の公共施設

等の更新のために合計約 2,236.1 億円必要であるということです。年平均では 55.9 億

円と試算されています。 

一方で，「公共施設等の既存更新分に係る投資的経費の基本線」つまり，既存の公共

施設の更新のために投資できる金額は 1 年当たり 11.1 億円です。既存の公共施設の更

新だけでなく，新規整備と用地取得も含めて投資できる金額でも約 27.9 億円となって

います。 
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（６）災害 

①洪⽔（浸⽔想定区域） 
久慈川及び那珂川の洪水による浸水想定区域は，都市計画区域＊の一部の範囲にかかることが想

定されていますが，用途地域＊の範囲は含まれません。 

また，堤防等が決壊した際に，家屋を倒壊させるような激しい流れが生じると想定される家屋倒

壊等氾濫想定区域＊についても，久慈川及び那珂川の洪水により，都市計画区域の一部の範囲にか

かることが想定されていますが，用途地域の範囲には含まれません。 

 
  

本市で発生している水害は，那須山脈など上流部での豪雨の影響を受けたケースが多

く，近年は昭和 61 年（1986 年）8 月の台風第 10 号，平成 10 年（1998 年）8 月の台風

第 4 号，平成 23 年（2011 年）の台風第 15 号，令和元年（2019 年）の令和元年東日本

台風(台風第 19 号)によるものなどがあります。 
地域防災計画においては，これまで幾度となく水害をもたらした久慈川，那珂川につ

いて，治水事業が進んだ現在においても上流部での豪雨により計画高水位を超える流量

に至ることは十分に考えられるとしています。国土交通省関東地方整備局常陸河川国道

事務所では，減災の一環として，避難勧告等の適切な発令や住民等の主体的な避難に役

立つように久慈川，那珂川が氾濫した場合に浸水が想定される区域，予想される水深及

び浸水継続時間を示した「洪水浸水想定区域」を平成 28 年（2016 年）に公表していま

す。 
また，令和元年東日本台風（台風第 19 号）により甚大な被害が発生した久慈川にお

いて，「（１）多重防御治水の推進」と「（２）減災に向けた更なる取組の推進」を柱とし

て社会経済被害の 小化を目指す「久慈川緊急治水対策プロジェクト」が取り組まれて

います。 
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図２－６－１ 

浸水想定区域及び想定される浸水深の状況 
(大宮地域) 

図２－６－２ 
浸水想定区域及び想定される浸水深の状況 

(山方地域) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図２－６－３ 
浸水想定区域及び想定される浸水深の状況 

(御前山地域) 

 

 
資料：洪水・土砂災害ハザードマップ 
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②地震 
「揺れやすさマップ」は，マグニチュード 6.9 の地震が市の直下で起きた場合の震度をメッシュ

単位で示すもので，これによると主に河川に沿った谷地や低地部に震度６強の区域が分布していま

す。 

「危険度マップ」は，「揺れやすさマップ」で示した強さの揺れとなった場合に，建物の被害が生

じる程度を示すもので，久慈川沿いの低地部に全壊率が 20％以上となる危険度５の区域が分布して

いますが，人口が集中する用途地域＊内は危険度１以下となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  
図２－６－４ 揺れやすさマップ 

資料：都市計画課 
図２－６－５ 危険度マップ 

資料：都市計画課 

平成 23 年（2011 年）３月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震では，震度６強を

観測した本震と震度５弱クラスの連続した余震により，市内において，地割れ，陥没，

土砂崩れが各地でみられ，全壊 79 件など建物，道路等の被害が生じるとともに，電気・

水道等のライフライン＊が寸断されたため，９日間にわたり避難所を開設し，延べ 1,595

人の市民が避難しました。 

こうした状況を受けて，平常時の防災意識の向上と災害時の被害の防止・低減を図る

ことを目的とし，地震防災マップとして「揺れやすさマップ」「危険度マップ」を作成

しています。 
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③⼟砂災害 
大宮地域内における土砂災害警戒区域及び急傾斜地崩壊危険区域＊は，主に用途地域＊外に分布し

ています。 

そのうち，用途地域境界近傍に分布する土砂災害警戒区域の一部が，用途地域内まで及んでいる

場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２－６－６ 都市計画区域周辺の土砂災害警戒区域等の分布状況 

資料：平成 29 年度都市計画基礎調査＊，茨城県ＨＰ 
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抽ヶ台 

土砂災害警戒区域が， 
用途地域外に指定されている 

344-Ⅲ-018 
宮下 

土砂災害警戒区域が， 
用途地域外に指定されている 

主要地方道 
常陸大宮御前山線 

191 
北三丁目 

急傾斜地崩壊危険区域が， 
用途地域外に指定されている 

※地名の前の記号は各区域の箇所番号を示す。 
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（７）都市機能＊ 

①都市機能が徒歩圏内に含まれる⼈⼝の割合 
各種都市機能の徒歩圏カバー率を見ると， もカバー率が高い施設はコンビニエンスストアを含

む「商業施設①」で 47.2％の人が歩いて施設を利用することができます。ただし，コンビニエンス

ストアを含まない「商業施設②」のカバー率を見ると，29.4％に低下します。 

もカバー率が低い施設は「小学校」の 26.5％，続いて「小児科」の 27.1％でした。子どもが利

用する施設の徒歩圏域は限られていることが分かります。 

 

 
表２－７－１ 主要な都市機能の徒歩圏カバー率 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２－７－１ 主要な都市機能の徒歩圏カバー率 

 
（参考）カバー人口の算出について 

・カバー人口は，施設から半径 800ｍの徒歩圏に含まれる人口を集計しています。 

・人口は，平成 27 年度国勢調査と平成 27 年住民基本台帳を基に独自に算出した，250ｍ

メッシュに割り振った人口を使用しています。その際，250ｍメッシュの中心点に全員住

んでいると仮定します。  

大分類 小分類 総人口 カバー人口 カバー率 

医療施設 

内科 42,587 人 16,234 人 38.1% 

外科・整形外科 42,587 人 13,994 人 32.9% 

小児科 42,587 人 11,538 人 27.1% 

歯科 42,587 人 17,493 人 41.1% 

子育て支援施設 
保育所（公立・私立） 

認定こども園 
42,587 人 15,264 人 35.8% 

教育施設 小学校 42,587 人 11,267 人 26.5% 

商業施設 

商業施設① 

コンビニエンスストアを

含む  

42,587 人 20,082 人 47.2% 

商業施設② 

コンビニエンスストアを

含まない 

42,587 人 12,520 人 29.4% 
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②都市機能＊の徒歩圏カバー率の地域差 
地域別の状況 

各種都市機能の徒歩圏カバー率の地域差を見ると，どの施設においても大宮地域のカバー率が

も高くなっています。大宮地域の中で もカバー率が高い施設はコンビニエンスストアを含む「商

業施設①」の 65.8％で， もカバー率が低い施設は「小学校」の 33.3％でした。 

一方，大宮地域以外の 4地域はカバー率が低く，多くが 30％を下回っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２－７－２ 地域別の主要な都市機能の徒歩圏カバー率 

 

都市計画区域＊・⽤途地域＊の状況 

都市計画区域内で もカバー率が高い施設はコンビニエンスストアを含む「商業施設①」の

90.9％， もカバー率の低い施設は「小学校」の 41.7％でした。また，都市計画区域の内外でカバ

ー率に大きな差が見られ，カバー率の差が も大きい「外科・整形外科」では 79.6％の差が生じて

います。 

用途地域内は，どの施設でもカバー率が極めて高く， もカバー率が高い施設は「内科」「外科・

整形外科」の 99.0％， もカバー率が低い施設は「小学校」の 50.6％でした。用途地域の内外でカ

バー率に大きな差が見られ，カバー率の差が も大きい「小児科」では 78.1％の差が生じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２－７－３ 都市計画区域内・用途地域内の主要な都市機能の徒歩圏カバー率 
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（８）都市施設 

①都市計画道路＊ 
都市計画道路は，都市計画決定されている９路線，総延長 21,540ｍのうち，14,710ｍの整備が完

了しており，整備率(計画延長に対する改良済延長の割合)は 68.3％となっています。 

未整備(概成済及び未改良)の路線区間は３路線，6,830ｍとなっていますが，このうち 3・4・2 東

富大塚線及び 3・4・4 宮中清水線は一部概成済であり，未改良は，3・4・1 大宮停車場線となって

います。 

なお，長期にわたり未完了の都市計画道路について見直し検討が進められ，平成 30 年度（2018

年度）末時点で見直し案（3・4・2 東富大塚線及び 3・4・4 宮中清水線の変更）が都市計画審議会

に提示され，今後，都市計画の手続が進められる予定です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２－８－１ 都市計画道路の整備状況 
資料：平成 30 年度都市計画課資料 
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②下⽔道 
本市の汚水処理事業は，那珂久慈流域関連公共下水道＊事業として，用途地域＊及びその周辺の区

域を加えた781haで計画されています。整備の進捗率は，51.8％となっており，特に用途地域内はほ

ぼ供用済となっています。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２－８－２ 公共下水道及び都市下水路の整備状況(平成 29 年度末現在) 
資料：平成 29 年度都市計画基礎調査＊ 
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（９）⽤途地域＊内の分析 

①⽤途地域内の⼈⼝密度分布の状況 
⽤途地域内の⼈⼝密度 

用途地域内全体（工業専用地域は除く）の人口密度は 25.3 人/ha です。都市計画法＊施行規則に

定められている既成市街地の人口密度の基準（40 人/ha）と比べて低い水準となっており，本市の

用途地域内には低密な市街地が広がっていると考えられます。 

 

用途地域内人口 
用途地域面積 

（工業専用地域は除く） 
用途地域内全体の人口密度 

8,611 人 340ha 25.3 人/ha 

資料：平成 27 年住民基本台帳を基に集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２－９－１ 用途地域内の人口密度 

資料：平成 27 年国勢調査 
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常陸⼤宮駅を中⼼にしたときの⽤途地域＊内の⼈⼝密度分布の差異 

用途地域内の人口密度の分布状況を，常陸大宮駅を中心とした 250ｍ毎の距離帯別に確認した結

果，距離帯によって人口密度に差があると考えられます。具体的には，以下の３つに整理されます。 

 

 

分布のポイント 対応する距離帯 用途地域内の人口密度 

①駅直近部分 0ｍ～1000ｍ 24 人/ha～30 人/ha 

②駅に近く，人口密度が低い部分 1000ｍ～1750ｍ 17 人/ha～25 人/ha 

③郊外だが，人口密度が高い部分 1750ｍ～2250ｍ 24 人/ha～32 人/ha 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２－９－２ 常陸大宮駅からの距離と用途地域内の人口密度 
資料：平成 27 年住民基本台帳を基に集計 
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②住まい⽅の分類と国勢調査基本単位区別の⼈⼝密度 
住まい⽅の分類 

用途地域＊内の住民の住まい方の違いに着目するため，「国勢調査基本単位区」を「戸建てエリア

（集合住宅の棟数が全住宅の３割以下）」と「集合住宅エリア（集合住宅の棟数が全住宅の３割以

上）」に分類しました。 

その結果，用途地域内のほとんどが「戸建てエリア」に該当することが分かりました。 

 

 

⼤きな施設を除いた場合の⼈⼝密度 

用途地域内のより詳細な人口密度の分布状況を把握するため，「国勢調査基本単位区」毎に人口

密度を再算出します。 

なお，単純に人口密度を算出すると，「国勢調査基本単位区」の中に大きな文教厚生施設や商業施

設などが立地していると人口密度が低く算出され，その地域の密集度合いが適正に把握できないこ

とから，大きな施設の影響を除いた人口密度を求めます。 

そのため，ここでは，都市計画基礎調査＊の土地利用現況データから「９：商業用地」や「13：文

教厚生施設用地」を除いた面積を分母に使用しています。 

 

１：田  11：運輸施設用地  

２：畑  12：公共用地  

３：山林  13：文教厚生施設用地 集計対象外 

４：原野・荒地・牧野  14：公園・緑地・公共空地  

５：水面  15：その他の空地  

６：その他(海浜等)  16：ゴルフ場  

７：住宅用地  17：防衛用地  

８：併用住宅用地  18：道路用地  

９：商業用地 集計対象外 19：鉄道用地  

10：工業用地  20：駐車場用地  

 

分析ポイント別の特徴まとめ 

「①用途地域内の人口密度分布の状況」の「２）常陸大宮駅を中心にしたときの用途地域内の人

口密度分布の差異」で整理した３つのポイント別に「住まい方の分類」と「人口密度の特性」を比

較すると，以下のようになります。 

 

分析のポイント 住まい方の分類 人口密度の特性 

 

①駅直近部分 

(駅から半径 0ｍ～1000ｍ) 
「戸建てエリア」 

文教厚生施設や商業施設などの大規模建

物の影響がなくなったことにより，人口密

度が高いエリア(60 人/ha 以上)があるこ

とが分かった。 

②駅に近く，人口密度が低い部分 

(半径 1000ｍ～1750ｍ) 
「戸建てエリア」 

街道沿いなどに人口密度が高いエリア(40

人/ha 以上)があることが分かった。 

③郊外だが，人口密度が高い部分 

(半径 1750ｍ～2250ｍ) 

「集合住宅エリア」 

の影響が大きい 

市営団地の人口密度が高い(60 人/ha 以

上)が，その周辺の人口密度は低いことが

分かった。 
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図２－９－３ 住まい方の分類と基本単位区別人口密度 
資料：平成 27 年国勢調査，平成 29 年度都市計画基礎調査＊を基に独自に集計 
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⼟地利⽤現況 

３つの分析ポイントの特性を更に明らかにするため，自然を身近に感じることができる土地利用

（農地，山林，水面等の自然的土地利用及び公園・緑地・公共空地）を「ゆとりある住宅を構成す

る土地利用」と考え，その面積割合を算出しました。 

その結果をまとめると以下のようになります。 

 

分析のポイント 土地利用現況の特性 

①駅直近部分 

(駅から半径 0ｍ～1000ｍ) 

常陸大宮駅に近いほど「ゆとりある住宅を構成する土

地利用」の割合が低く，特に 0ｍ～500ｍの距離体では

10％程度である。 

②駅に近く，人口密度が低い部分 

(半径 1000ｍ～1750ｍ) 

「ゆとりある住宅を構成する土地利用」の割合が 25％

～35％程度を占めている。 

③郊外だが，人口密度が高い部分 

(半径 1750ｍ～2250ｍ) 

市営団地が人口密度を押し上げていたが，その他は低

密度なエリアを形成しており，35％～45％程度が「ゆと

りある住宅を構成する土地利用」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－９－４ ゆとりある住宅を構成する土地利用面積の割合 
資料：平成 29 年度都市計画基礎調査＊を基に集計 
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※ゆとりある住宅地を構成する土地利用：農地，山林，水面などの自然的土地利用及び公園・緑地・公共空地 

図２－９－５ ゆとりある住宅を構成する土地利用の分布状況 
資料：平成 29 年度都市計画基礎調査＊ 

①駅直近部分 

③郊外だが，人口密度が 

高い部分 

②駅に近く，人口密度が 

低い部分 
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（１０）市⺠意識 

計画策定の基礎資料として，市民のまちづくりに関する認識や市民意向などを把握することを目

的とし，アンケート調査を実施しました。 

 

①市の⽣活環境に関する満⾜度・重要度 
市の生活環境に関する 23 個の項目について，満足度・重要度を調査しました。 

各項目は満足度と重要度の高低によって４つのグループに分類しました。 

 

満⾜度・重要度の調査項⽬ 

１．住宅地の環境  11．公園や水辺・親水空間の整備 

２．雇用機会や働く場  12．下水道の整備 

３．日常の買物の利便性  13．河川の安全性や親しみやすさ 

４．自然環境や田園風景の豊かさ  14．治安のよさや防犯対策 

５．まちなみの美しさや雰囲気  15．自然災害等に対する防災対策 

６．歴史や伝統，観光資源の豊かさ  16．病院や診療所など医療施設 

７．安全に歩ける歩行空間の整備  17．介護・福祉のための施設 

８．他の地域や他都市を連絡する 
道路の整備  

18．保育所や認定こども園など 
子育てのための施設 

９．鉄道駅の利便性  19．小学校・中学校などの義務教育施設 

10．バスの利便性  20．高等学校などの教育施設 

  21．大学，専門学校などの高等教育機関 

  22．生涯学習施設や文化施設等 

  23．まちのにぎわい 

 

 

 

 

 

  

（参考）アンケートの概要 
［調査方法］ 

○郵送配布による無記名式アンケート調査 
［調査期間］ 

○平成 30 年（2018 年）10 月 5 日（金）～ 10 月 23 日（火） 
［調査票配布数・回収数］ 

○配布：3,000 票  回収：1,009 票  回収率 33.6％ 
［調査対象］ 

○18 歳以上の常陸大宮市民 
※平成 30 年（2018 年）10 月 1 日現在の住民基本台帳から無作為抽出 
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全市の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査項目 全市の結果 

２．雇用機会や働く場 １ 

３．日常の買物の利便性 １ 

７．安全に歩ける歩行空間の整備 １ 

16．病院や診療所など医療施設 １ 

１．住宅地の環境 ２ 

８．他の地域や他都市を連絡する 

道路の整備 
２ 

12．下水道の整備 ２ 

14．治安のよさや防犯対策 ２ 

15．自然災害等に対する防災対策 ２ 

17．介護・福祉のための施設 ２ 

18．保育所や認定こども園など 

子育てのための施設 
２ 

19．小学校・中学校などの 

義務教育施設 
２ 

６．歴史や伝統，観光資源の豊かさ ３ 

９．鉄道駅の利便性 ３ 

10．バスの利便性 ３ 

11．公園や水辺・親水空間の整備 ３ 

21．大学，専門学校などの 

高等教育機関 
３ 

23．まちのにぎわい ３ 

４．自然環境や田園風景の豊かさ ４ 

５．まちなみの美しさや雰囲気 ４ 

13．河川の安全性や親しみやすさ ４ 

20．高等学校などの教育施設 ４ 

22．生涯学習施設や文化施設等 ４ 

グループ１ 

●重要度：高い 満足度：低い 
 

早急に現在の取組内容を見直す
ことが考えられる。 

グループ２ 

●重要度：高い 満足度：高い 
 

現在の取組内容を維持していくこ
とが考えられる。 

グループ３ 

●重要度：低い 満足度：低い 
 

取組そのもののあり方を見直すこ
とが考えられる。 

グループ４ 

●重要度：低い 満足度：高い 
 

優先順位をつけながら,現在の取
組内容を維持していくことが考え
られる。 
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グループ１について 

早急に現在の取組内容を見直すことが考えられる，「グループ１ 重要度：高 / 満足度：低」に

該当した項目は以下の４つです。 

・「２．雇用機会や働く場」 

・「３．日常の買物の利便性」 

・「７．安全に歩ける歩行空間の整備」 

・「16．病院や診療所など医療施設」 

その中でも， も満足度が低い項目は「２．雇用機会や働く場」， も重要度が高い項目は「16．

病院や診療所など医療施設」という結果になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１０－１ 全市の満足度・重要度の結果【単一回答】 

 

（参考）満足度・重要度グラフの見方 

  

 
グループ１の中で最も満足度が低い 

「２．雇用機会や働く場」 

 
グループ１の中で最も重要度が高い 

「16．病院や診療所など医療施設」 

重要度

満
足
度

グループ1 グループ2

グループ3 グループ4

●重要度：高い 満足度：低い
早急に現在の取組内容を
見直すことが考えられる。

●重要度：高い 満足度：高い
現在の取組内容を
維持していくことが考えられる。

●重要度：低い 満足度：低い
取組そのもののあり方を
見直すことが考えられる。

●重要度：低い 満足度：高い
優先順位をつけながら，
現在の取組内容を維持していくことが考えられる。
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全市と⼤宮地域（⽤途地域＊内）の⽐較 

全市と大宮地域(用途地域内)を比較すると，「３．日常の買物の利便性」と「23．まちのにぎわい」

に差が生じています。 

 

■ 「３．⽇常の買物の利便性」に対する⾼い評価 
「３．日常の買物の利便性」は全市の結果では「グループ 1 重要度：高 / 満足度：低」に該当

しますが，大宮地域(用途地域内)では「グループ２ 重要度：高 / 満足度：高」に該当します。

「（７）都市機能＊」で分析したように，都市機能の徒歩圏カバー率の高い大宮地域(用途地域内)で

は，「３．日常の買物の利便性」に対する優位性が高いことが分かります。 

 

■ 「23．まちのにぎわい」に対する不満 
「23．まちのにぎわい」は全市の結果では「グループ３ 重要度：低 / 満足度：低」に該当しま

すが，大宮地域(用途地域内)では「グループ１ 重要度：高 / 満足度：低」に該当します。全市の

結果ではまちのにぎわいは重要視されていませんでしたが，市の中心部である大宮地域(用途地域

内)では重要視しており，かつ，不満を感じています。 
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■ 全市と⼤宮地域（⽤途地域＊内）の⽐較 
 

 

調査項目 

大宮地域 

(用途地域内)の 

結果 

 

全市の結果 

  

調査項目 

大宮地域 

(用途地域内)の 

結果 

 

全市の結果 

２．雇用機会や働く場 １ １  ５．まちなみの美しさや雰囲気 ３ ４ 

７．安全に歩ける歩行空間の整備 １ １  ６．歴史や伝統，観光資源の豊かさ ３ ３ 

16．病院や診療所など医療施設 １ １  ９．鉄道駅の利便性 ３ ３ 

23．まちのにぎわい １ ３  10．バスの利便性 ３ ３ 

１．住宅地の環境 ２ ２  11．公園や水辺・親水空間の整備 ３ ３ 

３．日常の買物の利便性 ２ １  
21．大学，専門学校などの 

高等教育機関 
３ ３ 

８．他の地域や他都市を連絡する 

道路の整備 
２ ２  22．生涯学習施設や文化施設等 ３ ４ 

12．下水道の整備 ２ ２  ４．自然環境や田園風景の豊かさ ４ ４ 

14．治安のよさや防犯対策 ２ ２  13．河川の安全性や親しみやすさ ４ ４ 

15．自然災害等に対する防災対策 ２ ２  20．高等学校などの教育施設 ４ ４ 

17．介護・福祉のための施設 ２ ２     

18．保育所や認定こども園など 

子育てのための施設 
２ ２     

19．小学校・中学校などの 

義務教育施設 
２ ２     

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２－１０－２ 全市と大宮地域の比較結果  

重要度

満
足
度

グループ1 グループ2

グループ3 グループ4
☆：⽇常の買物の利便性（全市） 
★：⽇常の買物の利便性（⼤宮地域） 
 
○：まちのにぎわい（全市） 
●：まちのにぎわい（⼤宮地域） 

 

大宮地域にお住まいの方は, 

全市に比べて， 

「日常の買物の利便性」に 

満足しています。 

 

大宮地域にお住まいの方は, 

全市に比べて, 

「まちのにぎわい」を 

不満に感じています。 

⼤宮地域 
（⽤途地域内） 

⼤宮地域 
（⽤途地域内） 

全市 

全市 
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②今後の定住意向 
定住意向（地域別） 

今後の定住意向はどの地域の方も「これからも住みたい」という回答が も多くなっています。

一方，「できれば今の場所から移りたい」「今の場所から移りたい」と回答された方の理由に注目す

ると，「通勤通学，買い物などが不便だから」「医療や福祉の環境が充実していないから」「働く場所

が少ないから」に続き，「まちとしての魅力に乏しいから」が上位に来ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２－１０－３ 定住意向の結果（地域別）【単一回答】 

  

 

用途地域＊内でも, 

17.9％は今の場所から 

移りたいと考えています。 
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移りたい場所 

「今の場所から移りたい」「できれば今の場所から移りたい」と回答された方の「移りたい場所」

は「常陸大宮市以外」が も多い回答です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１０－４ 移りたい場所（地域別）【複数回答】  

 
特に大宮地域の用途地域＊内にお住まいの方は, 

常陸大宮市外に移りたいと考えています。 
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③⽬指すべき市の将来像 
「高齢者や障碍者等全ての人が安心して暮らせるまち」が 54.6％で も多く，「道路・上下水道・

市街地等が整備され，生活基盤が充実したまち」が 35.7％，「保健医療や健康づくりの施策が充実

した健康のまち」が 33.2％となっており，自然環境，観光，産業，文化に対する意見よりも，身近

な生活環境を充実させたいという意見が上位を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２－１０－５ 目指すべき市の将来像【複数回答】 

  

54.6

35.7

33.2

29.4

28.8

27.1

20.3

10.6

9.5

7.4

5.7

4.2

3.3

1.9

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者や障碍者等全ての人が安心して暮らせるまち

道路・上下水道・市街地等が整備され，

生活基盤が充実したまち

保健医療や健康づくりの施策が充実した健康のまち

工業・商業・サービス業などの産業が活発なまち

保育所・幼稚園・学校が充実し，

子供たちが地域で健全に育つまち

緑豊かな自然環境や快適な居住環境に恵まれたまち

豊かな自然と農林業が共生するまち

多くの観光客が訪れ，人との活発な交流があるまち

ボランティア活動やコミュニティ活動が盛んな，

豊かなふれあいのあるまち

ごみの減量化や公害対策等，

環境問題に積極的に取り組むまち

文化・スポーツ活動等の生涯学習の盛んなまち

情報や通信機能の発達した高度情報化のまち

史跡や文化財など歴史的資源を大切にし，

伝統文化を活かしたまち

その他

無回答

総数=1,009 （複数回答）
回答者1,009人の回答割合

道路・上下水道・市街地等が整備され，

生活基盤が充実したまち

保育所・幼稚園・学校が充実し，子供たちが

地域で健全に育つまち

ボランティア活動やコミュニティ活動が盛んな，

豊かなふれあいのあるまち

ごみの減量化や公害対策等，環境問題に

積極的に取り組むまち

史跡や文化財など歴史的資源を大切にし，

伝統文化を活かしたまち

身近な生活環境を重視しています。 

1 位 

２位 

３位 

４位 

５位 



 常陸大宮市の現況 

 

 

47 
 

 

第
１
章 

制
度
の
概
要 

 

第
２
章 

常
陸
大
宮
市
の 

現
況 

 

第
３
章 

課
題
の
整
理 

 

第
４
章 

関
連
す
る 

上
位
計
画 

 

第
５
章 

基
本
方
針
の 設

定 

 

第
６
章 

都
市
機
能
誘
導 

区
域
の
設
定 

 

第
７
章 

居
住
誘
導 

区
域
の
設
定 

 

第
８
章 

誘
導
施
策 

 

第
９
章 

目
標
値
等
の
設
定
と 

期
待
さ
れ
る
効
果 

 

 

第
１
０
章 

計
画
の
評
価
・ 

見
直
し
の
進
め
方 

 

資 

料 

編 

④市中⼼部(常陸⼤宮駅・市役所周辺)に期待する機能 
市街地の⽬指すべき⽅向性 

全市的に「店舗や医療，公共施設などが集まり，市内全域から人が集まる中心的な市街地」を重

要視しており，必要なときにはいつでもアクセスでき，高次のサービスを受けることができる中心

地が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１０－６ 市街地の目指すべき方向性【単一回答】 

 

常陸⼤宮駅・市役所周辺の市街地にあれば良い施設 

「スーパーなどの食料品や日用品店舗」「医療・診療所などの身近な医療施設」「大型ショッピン

グセンター」など，日常生活の利便性を向上させる施設が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１０－７ 常陸大宮駅・市役所周辺の市街地にあれば良い施設【複数回答】

30.8

28.7

27.6

19.6

18.9

18.6

17.4

15.7

9.5

9.1

8.5

7.7

7.0

2.9

1.4

4.5

7.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

スーパーなどの食料品や日用品店舗

医院・診療所などの身近な医療施設

大型ショッピングセンター

公園・緑地，スポーツ広場

飲食店

福祉施設（高齢者・障碍者）

大規模な総合病院

金融機関・郵便局

幼稚園や保育所，認定こども園などの子育て関連施設

コミュニティセンター・集会所・公民館

大学，専門学校などの高等教育機関

家具や電気製品，趣味用品などの専門店

歴史館・博物館などの文化施設

高等学校などの教育施設

小学校・中学校などの義務教育施設

その他

無回答

総数=1,009 （複数回答）
回答者1,009人の回答割合

1 位 

2 位 

3 位 

4 位 

5 位 

36.7

23.7

14.9

2.5

14.7

1.9

5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

店舗や医療，公共施設などが集まり，

市内全域から人が集まる本市の中心的な市街地

食料品や日用品などを扱う店舗が立地する，

地域住民が暮らしやすい市街地

商業施設や観光施設などが充実した，

市内・市外から人が集まる市街地

住宅を中心とした市街地

現状のままでよい

その他

無回答

総数=1,009

店舗や医療，公共施設などが集まり，市内全域から

人が集まる本市の中心的な市街地

食料品や日用品などを扱う店舗が立地する，

地域住民が暮らしやすい市街地

商業施設や観光施設などが充実した，

市内・市外から人が集まる市街地



 

 

 
 



 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第３章 課題の整理 
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課題の整理 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

分野毎の現況 

人口 

●人口は昭和 35 年（1960 年）から年々減少 
●高齢者率は増加の一方，生産年齢人口が減少 
●昭和 35 年（1960 年）時点の人口に対し，大宮地域だけは人口を維持 
 

将来人口 

●平成 27 年（2015 年）の人口約 4.3 万人に対して，令和 22 年（2040 年）に
は約 2.9 万人まで減少の見込み（特に，大宮地域以外で減少の見込み） 

 
土地利用 

●市全体に広がる自然的土地利用 
●本市の都市計画区域＊は市全体の 4.8％相当とごく一部 
●国道 293 号沿いにある昔からの商店街の連続性が薄れ，商店が点在する状

況である。一方，国道 118 号沿いには大型の商業施設が集積 
 

都市交通 

●常陸大宮駅は水戸市など市外への出入り口になっていると同時に，その周
辺には路線バスのバス停があり，多くの系統が経由地・起終点としているこ
とから，常陸大宮駅周辺は公共交通による市内移動を支える交通結節点＊ 

●用途地域＊内は常陸大宮駅から半径 800ｍ又はバス停から半径 300ｍ以内と
なる公共交通利用圏域がおおむねカバー 
 

経済活動 

●事業所数や従業者数，商業売場面積などが減少 
 

財政 

●歳出に占める都市基盤整備への投資は，今後，縮小の懸念あり 
 

都市施設 

●用途地域内には，都市計画道路＊，下水道などの既存ストック＊が存在 
 

都市機能＊ 

●常陸大宮駅周辺には，市役所，文化センター，病院，商業施設など，様々な
市民が利用する都市機能が集積 

●大宮地域(特に用途地域内)の都市機能カバー率は，他４地域と比べて高く，
身近な生活関連サービス施設が比較的充実 

 
用途地域内の分析 

●用途地域内（工業専用地域を除く）の人口密度は，約 25.3 人/ha であり，国が示す
既成市街地の目安（40 人/ha）に満たない低密な市街地を形成 

●常陸大宮駅から半径 1000ｍを目安に，人口密度や土地利用などに差異（1000
ｍ以内は人口密度が比較的高い傾向あり） 

●常陸大宮駅から遠いエリアでも，市営住宅がある付近は人口密度 60 人/ha
程度の人口集積を確保 

 
市民意識 

●「日常の買い物の利便性」に対する大宮地域住民の評価は，住民全体の評価
よりも満足度が高い 

●「まちのにぎわい」に対する大宮地域住民の評価は，「重要度は高い」と認
識されているものの，「満足度は低い」 

まちづくりの取組 

●常陸大宮市地域公共交通再編実施計画により，都市中心拠点と各地域拠点を繋ぐネットワークを形成 
●常陸大宮駅周辺整備基本計画により，常陸大宮駅周辺の整備を推進 
●地域の自主的な取組による，地域活性化を目指したまちづくり活動の展開 
●泉坂下遺跡などを活かした観光交流の促進 

解決すべき課題 

の抽出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市中心拠点の維持 

(常陸大宮駅・市役所周辺) 

既存市街地の特性を 

活かしたメリハリの 

ある土地利用の推進 

(用途地域内) 

郊外でも暮らし続け

ることができる都市

構造の維持 

(その他のエリア) 



課題の整理  
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（１）都市中⼼拠点の維持（常陸⼤宮駅・市役所周辺） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

＜現状認識＞ 

 

常陸大宮駅を中心とする交通結節点＊の充実 

●市内移動及び水戸市などへの市外移動を支える公共交通の結節点になっています。 

●各地域の拠点から路線バスなどによって，自家用車に頼ることなくアクセスすることがで

きます。 

●今後，常陸大宮駅周辺整備計画に基づく駅周辺の交通環境の改善や周辺市街地の整備を進

めることにより，駅周辺の魅力や利便性，拠点性は益々高まることが期待されます。 

●さらに将来的には，泉坂下遺跡などの見学を目的に市内外から訪れる観光客の玄関口とし

ての役割が期待されます。 

課題（１）都市中心拠点の維持 

●都市中心拠点は，市内全域から様々な市民の利用が見込まれる，市を代表する都市機能が集積し
ており，住民が市のどこに住んでいても生活し続けられる環境を支える重要な生活基盤で有り続
けることが必要です。 

●市を代表する都市機能を市民がいつでも気軽に利用できるようにするため，市内各地域から都市
中心拠点まで自家用車に頼らずにアクセスできる交通環境づくりが必要です。 

●さらに，市内外との交流促進を図るため，市の玄関口にふさわしい交通結節機能＊の充実が必要で
す。 

周辺の人口密度 

●用途地域＊内の人口密度が低い水準にあるなかで，今後，市全体の人口減少が進むことに

より，民間事業者が営む施設や交通事業者の事業性が低下し，現存する生活関連サービス

施設や公共交通の縮小・撤退や新規出店・事業拡大の停滞に繋がることが懸念されます。 

様々な市民が利用する都市機能＊の集積 

●現在，常陸大宮駅周辺には，市役所，文化センター，病院，商業施設などの様々な市民の

利用が見込まれる都市機能が集積しています。 

●「日常の買い物の利便性」に対する大宮地域住民の評価は，住民全体の評価よりも満足度

が高く，まちなか居住の魅力の一つとなっています。 

にぎわいの維持・向上 

●常陸大宮駅周辺や国道 293 号沿いに既存の商店街が存在しますが，現在は空き店舗が目立

ち，商店街としての連続性を失いつつあるため，まちの顔にふさわしいにぎわいの維持・

向上が求められています。 

●「まちのにぎわい」に対する大宮地域住民の評価は，「重要度は高い」と認識されている

ものの，「満足度は低い」との評価であり，大宮地域における重要なまちづくりの課題の

一つです。 
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（２）既存市街地の特性を活かしたメリハリのある⼟地利⽤の推進 （⽤途地域＊内） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

＜現状認識＞ 

 

低密な既存市街地における更なる低密化 

●全市的な人口減少に対し，用途地域内の人口は維持できています。 
●一方，人口密度は既成市街地の基準である 40 人/ha を下回っています。 
●将来推計によると，用途地域内であっても今後人口が減少し，令和 27 年（2045 年）人口
は平成 27 年（2015 年）人口の 0.91 倍になる見込みです。 

●将来の人口減少及び低密化により，スーパーマーケットや診療所などの民間事業者が営む
施設の事業性が低下し，生活関連サービス施設の縮小や撤退に繋がることが懸念されま
す。 

課題（２）既存市街地の特性を活かしたメリハリのある土地利用の推進 

●用途地域内における人口集積を将来にわたって維持・確保しつつ，民間事業者が営む生活関連サ
ービス施設や公共交通の事業性を高めるためには，これらが集積する用途地域内における人口集
積を維持することが必要です。 

●用途地域内の人口集積を効率的・効果的に進めるうえでは，多様な住まい方・生活スタイルに対応
した居住地の形成に向けて，本市の用途地域に広がる既成市街地のもつ「強み」を活かしたメリハ
リのある土地利用を進めることが必要です。 

都市基盤，生活関連サービス施設の充実 

●用途地域内は，都市計画道路＊，下水道などの都市基盤の整備が進んでいます。また，都
市中心拠点に近く，商業，医療，福祉，学校，公共施設などの様々な生活関連サービス施
設を利用することができる便利なエリアです。 

●「日常の買い物の利便性」に対する大宮地域住民の評価は，住民全体の評価よりも満足度
が高く，まちなか居住の魅力の一つとなっています。 

公共交通の利便性 

●工業専用地域を除いた用途地域は，おおむね公共交通の利用圏域内にあり，公共交通を用
いて都市中心拠点に容易にアクセスできます。 

常陸大宮駅からの距離帯で異なる特徴的な市街地の形成 

●常陸大宮駅を中心とする距離帯別に用途地域内をみると，異なる魅力を有する特徴的な市
街地がそれぞれ形成されています。 

 
＜常陸大宮駅から 1000m 程度のエリア＞ 

・人口密度が「24 人/ha～30 人/ha」と既成市街地の基準(40 人/ha)を満たしていないものの，全市的には
比較的高い水準にあり，大きな施設を除いた場合の人口密度が「60 人/ha」以上となる場所もあることが
確認できます。 

・都市中心拠点に近接しているため，様々な生活関連サービス施設を容易に利用することができる便利なエ
リアです。 

＜常陸大宮駅から 1000～2000ｍ程度のエリア＞ 
・人口密度が「17 人/ha～25 人/ha」と既成市街地の基準(40 人/ha)を満たしておらず，駅周辺と比較する
と低い水準にあります。 

・比較的都市中心拠点に近い立地でありながら，自然（主に農地）を身近に感じられる戸建てを中心とした
ゆとりある住宅地です。 

＜常陸大宮駅から 2250ｍ程度の市営住宅周辺＞ 
・人口密度が「24 人/ha～32 人/ha」と既成市街地の基準(40 人/ha)を満たしていないものの，全市的には
比較的高い水準にあり，市営住宅だけを見ると，大きな施設を除いた場合の人口密度が「60 人/ha」以上
となることが確認できます。 

・都市中心拠点から離れ用途地域の北限に近い立地であるものの，市営住宅の立地により人口密度が高く，
周辺にはバス停や病院などの生活利便性を高める機能が身近にあります。 
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（３）郊外でも暮らし続けることができる都市構造の維持（その他のエリア） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜現状認識＞ 

 緑が身近で自然豊かな環境 

●本市の集落エリアは，緑豊かな森林や久慈川に代表される水辺空間など，都市部にはない
魅力を持つ居住環境を有しています。 

課題（３）郊外でも暮らし続けることができる都市構造の維持 

●魅力的な自然環境を持つ集落エリアの活力維持に向けて，人口維持や移住を促進することが必要
です。 

●そのためには，集落エリアに暮らす高齢者が安心して暮らし続けられる生活環境や子育て世帯な
どの家族が安心して定住できる生活環境を確保するため，都市中心拠点の利便性向上と並行して，
必要な時には都市中心拠点にいつでもアクセスできる交通環境づくりに取り組むことが必要で
す。 

日々の暮らしに密着した生活関連サービス施設が集まる地域拠点 

●集落エリアには，公共施設や店舗，福祉施設などの日々の暮らしに密着した生活関連サー
ビス施設が集まる地域拠点が位置づけられています。 

●集落エリアは，人口密度が低く，事業収益性の確保が難しいため，民間の生活関連サービ
ス施設が地域拠点に立地しにくい面があり，現存施設においても，今後の人口減少の進行
により事業縮小や撤退などの懸念があります。 

人口減少の更なる進行 

●人口 5人/ha 未満の低密な集落地です。 
●人口減少が激しく進み，平成 27 年（2015 年）人口は昭和 35 年（1960 年）人口の 0.50 倍
～0.41 倍になりました。 

  (山方地域 0.49 美和地域 0.41 緒川地域 0.44 御前山地域 0.50) 
●将来推計によると，令和 27 年（2045 年）人口は平成 27 年（2015 年）人口の 0.51 倍～
0.32 倍になる見込みです。 

  (山方地域 0.51 美和地域 0.32 緒川地域 0.37 御前山地域 0.43) 

高齢化の進行 

●高齢化が進行しており，平成 27 年（2015 年）の高齢化率は 38.0％～41.5％となっていま
す。 

(山方地域 38.0％ 美和地域 41.5％ 緒川地域 38.4％ 御前山地域 38.1％) 

常陸大宮駅と市内各地域を結ぶ公共交通ネットワーク 

●市役所，スーパーマーケット，病院などが集まる都市中心拠点と各地域を結ぶ公共交通と
して，ＪＲ水郡線，路線バスによる公共交通ネットワークを形成しています。また，路線
バスを補完し多様な移動に対応した交通手段として，乗合タクシーを運行しています。 

●令和元年（2019 年）11 月から路線バスの再編が行われ，今後，路線バスの利用が促進さ
れることが期待されます。 

●一方で，自家用車中心の生活スタイルが今後も続くとともに，人口減少の進行などにより，
公共交通の利用者数の減少が更に進むことが懸念され，路線バスの減便や市の補助負担の
増大などが懸念されます。 


